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平成１８年６月期(通期)業績予想との差異に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、今年2月 20日に公表した平成18年 6月期（平成17年 7月 1日
～平成18年 6月 30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．平成18年 6月期通期業績予想数値の差異（平成17年 7月 1日～平成18年 6月 30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成 18年 2月 20日 発表) 

３８,０００ １,５００ ５７０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３６,９１４ １,７８７ ８２８ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １,０８５ ２８７ ２５８ 

増 減 率（％） △    ２．９ １９．２ ４５．４ 

（ご参考） 
前期(平成 17 年 6月期)実績 ３７,１８６ １,７２７ ８１３ 

 
 
２．平成18年 6月期通期連結業績予想数値の修正（平成17年 7月 1日～平成18年 6月 30日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
(平成 18年 2月 20日 発表) ４８,０００ ２,０３０ ７８０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４６,２５１ ２,３６４ １,１２０ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １,７４８ ３３４ ３４０ 

増 減 率（％） △   ３．６  １６．５ ４３．７ 

（ご参考） 
前期(平成 17 年 6月期)実績 

４２,２０７ ２,１７７ ９１１ 

 
３．修正の理由 

（１） 平成 18 年 6 月期通期業績予想について 

売上高は、メカトロシステム事業は堅調に推移したものの、パッケージングプラント事
業において、酒類用プラントの納期が翌期へずれ込んだことなどから 36,914 百万円と

2月の予想に比べ2.9％の減少となりました。 

一方利益面においては、営業外費用にたな卸資産評価損64 百万円、たな卸資産処分損

34 百万円があったものの、一段のコスト削減に努めたことに加え、営業外収益に投資
有価証券売却益400百万円があったことから、経常利益は1,787百万円と2月の予想に



比べ19.2％の増加となりました。 

また、特別利益として、金沢テクノパーク(金沢市造成による工場団地)に建設したＲＰ
システム森本第二工場が平成 17 年 10 月に稼働したことを受け、金沢市からの助成金

148百万円が発生したことから、当期純利益は828百万円と2月の予想に比べ45.4％の

増加となりました。 

 
（２） 平成 18 年 6 月期通期連結業績予想について 

連結の業績につきましては、売上高および利益面とも単体の業績と同様な理由によるも

のであります。 
 

以 上 


